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（２）論文内容の要旨及び論文審査結果の要旨、合わせて 3,000 字程度でお願いします。 
（３）できるだけ Word で作成のうえ、紙媒体（A4 版の用紙に出力）および電子媒体（ＰＤ
Ｆに変換したもの）を提出して下さい。 
（４）電子媒体は、そのまま学術情報リポジトリに掲載されます。 
    ※ 本説明部分も削除ください。 
 
〔注〕 
論文内容の要旨と論文審査の結果の要旨は１頁を３８字×３６行で作成し、合わせて、３,００
０字を標準としてください。 
論文内容の要旨を英語で記入する場合は、４００～１,１００wordsで作成し審査結果の要旨は日
本語５００～２,０００字程度で作成してください。 
 
〔注〕 
１．（記述例１）を参考に、論文審査の結果の要旨の結句には学位論文の審査についての認定を
明記するとともに、試問の結果の要旨を付け加えてください。 
 
２．論文の公表方法について、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断され、か
つその旨を「論文審査の結果の要旨」に記載する場合は（記述例２）を参考に記述してくださ
い。【別途「公表方法について」が提出されるため特に記載の必要はない】 
 
３．論文内容の要旨及び審査の結果の要旨は、本学学術情報リポジトリに掲載し、公表します。
特許申請、雑誌掲載等の関係により、学位授与後即日公表することに支障がある場合は、欄外
の「要旨公表可能日」欄に、公表可能とする日付を記入してください。（ただし、学位規則第
８条の規定により、猶予期間は学位授与日から３ヶ月以内となります。） 
 
 
